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１．2026年５月期第３四半期の連結業績（2025年６月１日～2026年２月28日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 22,330 6.1 2,532 2.5 2,680 2.0 1,682 △1.0

2025年５月期第３四半期 21,040 0.9 2,470 △12.2 2,627 △9.8 1,699 △13.5
(注) 包括利益 2026年５月期第３四半期 2,120百万円( 47.9％) 2025年５月期第３四半期 1,433百万円(△29.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第３四半期 130.27 －

2025年５月期第３四半期 130.98 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 37,421 30,819 81.4

2025年５月期 40,058 30,727 75.7
(参考) 自己資本 2026年５月期第３四半期 30,446百万円 2025年５月期 30,335百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 45.00 － 75.00 120.00

2026年５月期 － 60.00 －

2026年５月期(予想) 60.00 120.00
(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２．2025年５月期期末配当金の内訳 普通配当 45円00銭 特別配当 30円00銭

３．2026年５月期の連結業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 11.2 4,400 8.7 3,100 △23.9 240.06
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年５月期３Ｑ 13,153,293株 2025年５月期 13,153,293株

② 期末自己株式数 2026年５月期３Ｑ 245,602株 2025年５月期 173,282株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期３Ｑ 12,915,243株 2025年５月期３Ｑ 12,979,143株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧下さい。

（決算説明資料の入手方法）
決算説明資料につきましては、決算発表後速やかに当社ウェブサイトに掲載予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、インバウンド需要の継続や堅調な企業業績等を背景に、雇

用・所得環境の改善など景気は緩やかな回復が続きましたが、原材料・エネルギー価格の高止まりや継続する物価

上昇など設備投資や個人消費が下振れする懸念要素もあり、また米国による新たな関税政策や中東情勢の緊迫化な

どにより、依然として不透明な状況が続いております。

こうした状況のもと、当社グループのディスクロージャー関連事業に関係が深い国内株式市場においては、国内

景気の本格的な回復および業績好調な半導体関連株への期待等を背景に６月下旬に日経平均株価は40,000円台を回

復し、以降、２月に行われた衆議院選挙で自民党が大勝し、強力な財政拡張策や成長投資が継続されるとの期待等

から同月には史上初の59,000円を突破するなど、高水準で推移しました。

このような事業環境において、多様化・高度化する情報開示に対するシステムへのAIを活用した技術革新等を含

めた対応要請、オンライン化、事業体のグローバル化への動きは今後も一層進展していくものと考えております。

ディスクロージャー関連事業では、企業価値の拡大を目指すお客様のニーズにお応えするべく、決算開示実務の

一層の利便性向上を推進する統合型ビジネスレポートシステム「WizLabo（ウィズラボ）」の導入社数の増加に注力

するとともに、「ネットで招集」や株主総会の動画配信（ライブ・オンデマンド）を始めとする株主総会プロセス

の電子化への対応、各種製品・サービスへのAIを活用した先進的テクノロジーの組み入れ対応にも引き続き取り組

んでまいりました。また、改訂コーポレートガバナンス・コード適用や資本コストを意識した経営の実現に向け積

極性を増すステークホルダーとの対話、海外投資家に向けた英文での会社情報の開示への一層の取り組みに際して

必要となるIR支援・翻訳サービスのほかにも、サステナビリティ情報を含む非財務情報開示の充実化への需要に対

応した統合報告書の作成支援や環境関連のコンサルティング等、各サービスにおける提案力・制作体制・品質の強

化を進めてまいりました。このほか、日常の定形的な業務等においてはRPAによる自動化、効率化をより一層推進

し、年間合計で３万時間超をRPAによる業務代行に移行することができました。

通訳・翻訳事業では、通訳事業においては、日本での国際会議、大型イベントが復活する一方、コロナ禍で需要

が増えたオンラインでの社内会議が安定的に推移したことにより、オンサイトでの会議、オンラインとの組み合わ

せによるハイブリッド型会議など、様々な形式で顧客数が増加しております。翻訳事業においては、引き続き受注

件数が増加しており、業務体制の強化に努めるとともに、通訳・翻訳業界におけるAIの影響のリサーチを行い、変

化する顧客ニーズに対応する新たな製品としてAI翻訳プラットフォーム「SIMULwiz（サイマルウィズ）」や「AI通

訳」の販売を開始するなど、提供体制を整えることにも注力してまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は22,330百万円（前年同四半期比1,290百万円増、同6.1％増）と

なりました。利益面については、営業利益は2,532百万円（同62百万円増、同2.5％増）、経常利益は2,680百万円

（同52百万円増、同2.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は税金費用の増加により1,682百万円（同17百

万円減、同1.0％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、セグメントの業績数値は、セグメント間の内部売上高又は振替高を相殺消去し記載しております。

（ディスクロージャー関連事業）

当セグメントにおきましては、株主総会招集通知や統合報告書の売上が増加したことに加え、新たに株式会社

ジェイ・トラストを連結子会社化したことにより、売上高は15,678百万円（同854百万円増、同5.8％増）、セグ

メント利益は1,872百万円（同57百万円増、同3.1％増）となりました。

「ディスクロージャー関連事業」を製品区分別にご説明いたしますと、次のとおりであります。

・金融商品取引法関連製品

資産運用会社等による金融商品に係るディスクロージャーのサービス提供を行う株式会社ジェイ・トラストを

連結したことにより、売上高は7,077百万円（同518百万円増、同7.9％増）となりました。

・会社法関連製品

株主総会招集通知の売上が増加したことにより、売上高は3,145百万円（同312百万円増、同11.0％増）となり

ました。
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・ＩＲ関連製品

統合報告書の売上が増加したものの、事業報告書等の売上が減少したことにより、売上高は4,239百万円（同

21百万円減、同0.5％減）となりました。

・その他製品

適時開示情報の書面送付など上場企業に対する株主向け情報提供支援の売上が引き続き増加したことにより、

売上高は1,216百万円（同45百万円増、同3.9％増）となりました。

なお、当セグメントの売上高はお客様の決算期が３月に集中していることに伴い季節的変動があり、第１四半期

および第４四半期の売上高が他の四半期に比べて多くなる傾向があります。

（通訳・翻訳事業）

当セグメントにおきましては、売上高は6,652百万円（同436百万円増、同7.0％増）となりました。

通訳事業においては、継続した営業活動の積極展開、顧客からの支持を背景とした高いリピート率等により、

全取引社数、新規取引社数および大型案件数が前年同四半期比で増加しており、また、AI通訳サービス関連につ

きましても順調に売上を拡大しています。通訳事業全体での売上高は、前年同四半期を上回っております。

翻訳事業においては、AI翻訳プラットフォーム「SIMULwiz」による受注積み上げ、エンターテインメント分野

への進出、多言語対応の拡充を通じ、売上高は前年同四半期を上回っております。

また、利益面では、外注費は増加したものの、それを上回る売上高の増加と業務効率化による販管費の抑制に

より、セグメント利益は515百万円（同157百万円増、同44.1％増）となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて6,224百万円(23.8％)減少し、19,887百万円となりました。これは、

現金及び預金が3,148百万円、受取手形及び売掛金が3,049百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3,587百万円(25.7％)増加し、17,534百万円となりました。これは、

オフィスビル取得等により有形固定資産が2,780百万円、投資有価証券が849百万円それぞれ増加し、のれんが

264百万円、ソフトウエアが164百万円それぞれ減少したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2,636百万円(6.6％)減少し、37,421百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2,794百万円(36.9％)減少し、4,773百万円となりました。これは、

賞与引当金が650百万円増加し、買掛金が1,180百万円、未払費用が1,575百万円それぞれ減少したことなどによ

ります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて65百万円(3.7％)増加し、1,828百万円となりました。これは、繰延

税金負債が127百万円増加し、長期借入金が74百万円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて2,729百万円(29.2％)減少し、6,602百万円となりまし

た。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて92百万円(0.3％)増加し、30,819百万円となりました。これは、親

会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が1,682百万円、その他有価証券評価差額金が596百

万円それぞれ増加し、剰余金の配当により利益剰余金が1,747百万円、自己株式の増加により248百万円、退職

給付に係る調整累計額が188百万円それぞれ減少したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年７月９日発表の通期の業績予想に変更はありません。



株式会社TAKARA & COMPANY(7921) 2026年５月期 第３四半期決算短信

－4－

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,145,987 15,997,777

受取手形及び売掛金 5,544,509 2,495,310

仕掛品 1,126,337 788,408

原材料及び貯蔵品 32,727 33,110

その他 262,806 575,159

貸倒引当金 △850 △2,529

流動資産合計 26,111,519 19,887,237

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,592,285 4,020,395

減価償却累計額 △2,024,531 △2,062,975

建物及び構築物（純額） 567,753 1,957,420

機械装置及び運搬具 1,382,715 1,382,715

減価償却累計額 △1,241,607 △1,278,385

機械装置及び運搬具（純額） 141,108 104,329

土地 2,338,265 4,175,109

建設仮勘定 375,133 －

その他 1,021,341 1,053,128

減価償却累計額 △755,009 △821,249

その他（純額） 266,332 231,878

有形固定資産合計 3,688,593 6,468,738

無形固定資産

のれん 2,404,118 2,140,056

顧客関連資産 550,662 468,062

ソフトウエア 1,579,301 1,414,940

ソフトウエア仮勘定 244,772 560,406

その他 269,162 239,830

無形固定資産合計 5,048,017 4,823,296

投資その他の資産

投資有価証券 3,206,222 4,055,856

退職給付に係る資産 1,257,641 1,228,928

繰延税金資産 84,665 175,359

その他 663,527 784,662

貸倒引当金 △1,854 △2,143

投資その他の資産合計 5,210,202 6,242,663

固定資産合計 13,946,813 17,534,697

資産合計 40,058,332 37,421,935
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,049,501 869,119

短期借入金 50,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 62,562 17,824

未払法人税等 861,401 495,232

未払費用 2,242,177 666,306

契約負債 1,475,387 1,306,810

賞与引当金 － 650,065

役員賞与引当金 49,161 25,218

その他 777,783 693,366

流動負債合計 7,567,975 4,773,942

固定負債

長期借入金 96,328 21,600

長期未払金 69,377 69,377

繰延税金負債 1,327,256 1,454,552

退職給付に係る負債 260,207 274,910

その他 10,010 7,757

固定負債合計 1,763,178 1,828,198

負債合計 9,331,154 6,602,140

純資産の部

株主資本

資本金 2,278,271 2,278,271

資本剰余金 4,434,554 4,435,295

利益剰余金 22,221,084 22,155,589

自己株式 △403,886 △652,677

株主資本合計 28,530,025 28,216,478

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 991,680 1,587,780

為替換算調整勘定 32,632 50,001

退職給付に係る調整累計額 781,132 592,427

その他の包括利益累計額合計 1,805,445 2,230,209

非支配株主持分 391,707 373,106

純資産合計 30,727,178 30,819,794

負債純資産合計 40,058,332 37,421,935
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

売上高 21,040,130 22,330,831

売上原価 12,372,900 13,043,438

売上総利益 8,667,229 9,287,393

販売費及び一般管理費

販売促進費 300,245 305,613

運賃及び荷造費 164,428 110,662

貸倒引当金繰入額 6,646 2,380

役員報酬 206,488 207,226

給料及び手当 2,759,237 3,035,337

賞与引当金繰入額 337,819 366,194

役員賞与引当金繰入額 24,411 24,218

退職給付費用 △32,971 △52,250

福利厚生費 590,200 657,959

修繕維持費 109,070 155,639

租税公課 168,171 171,216

減価償却費 214,031 230,072

のれん償却額 157,135 264,062

賃借料 298,278 290,536

その他 894,026 986,300

販売費及び一般管理費合計 6,197,221 6,755,170

営業利益 2,470,008 2,532,222

営業外収益

受取利息 4,373 20,692

受取配当金 84,913 116,091

受取手数料 13,047 13,021

投資事業組合運用益 31,285 －

その他 37,761 20,811

営業外収益合計 171,380 170,616

営業外費用

支払利息 859 2,197

為替差損 12,169 15,245

投資事業組合運用損 － 4,398

その他 372 125

営業外費用合計 13,400 21,966

経常利益 2,627,987 2,680,873
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(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

特別利益

投資有価証券売却益 116 23,187

特別利益合計 116 23,187

特別損失

固定資産除却損 2,839 23,927

投資有価証券売却損 213 －

特別損失合計 3,052 23,927

税金等調整前四半期純利益 2,625,052 2,680,134

法人税、住民税及び事業税 975,616 1,129,128

法人税等調整額 △73,577 △149,151

法人税等合計 902,038 979,976

四半期純利益 1,723,013 1,700,157

非支配株主に帰属する四半期純利益 23,042 17,690

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,699,971 1,682,466
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

四半期純利益 1,723,013 1,700,157

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △108,036 595,413

為替換算調整勘定 5,552 13,834

退職給付に係る調整額 △186,754 △188,705

その他の包括利益合計 △289,237 420,542

四半期包括利益 1,433,775 2,120,699

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,409,863 2,103,798

非支配株主に係る四半期包括利益 23,912 16,901
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年６月１日 至 2025年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２

ディスクロー
ジャー
関連事業

通訳・翻訳
事業

計

売上高

金融商品取引法関連製品 6,559,014 － 6,559,014 － 6,559,014

会社法関連製品 2,833,261 － 2,833,261 － 2,833,261

ＩＲ関連製品 4,260,589 － 4,260,589 － 4,260,589

その他製品 1,171,708 － 1,171,708 － 1,171,708

通訳・翻訳事業 － 6,215,556 6,215,556 － 6,215,556

顧客との契約から生じる
収益

14,824,573 6,215,556 21,040,130 － 21,040,130

外部顧客への売上高 14,824,573 6,215,556 21,040,130 － 21,040,130

セグメント間の内部売上高
又は振替高

777 769,294 770,072 △770,072 －

計 14,825,351 6,984,851 21,810,202 △770,072 21,040,130

セグメント利益 1,815,557 357,583 2,173,141 296,866 2,470,008

(注) １．セグメント利益の調整額296,866千円には、持株会社（連結財務諸表提出会社）とセグメントとの内

部取引消去等△1,294,585千円、各報告セグメントに配分していない持株会社に係る損益1,591,451

千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年６月１日 至 2026年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２

ディスクロー
ジャー
関連事業

通訳・翻訳
事業

計

売上高

金融商品取引法関連製品 7,077,382 － 7,077,382 － 7,077,382

会社法関連製品 3,145,262 － 3,145,262 － 3,145,262

ＩＲ関連製品 4,239,175 － 4,239,175 － 4,239,175

その他製品 1,216,968 － 1,216,968 － 1,216,968

通訳・翻訳事業 － 6,652,041 6,652,041 － 6,652,041

顧客との契約から生じる
収益

15,678,789 6,652,041 22,330,831 － 22,330,831

外部顧客への売上高 15,678,789 6,652,041 22,330,831 － 22,330,831

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,154 880,427 881,581 △881,581 －

計 15,679,944 7,532,468 23,212,413 △881,581 22,330,831

セグメント利益 1,872,608 515,261 2,387,870 144,352 2,532,222

(注) １．セグメント利益の調整額144,352千円には、持株会社（連結財務諸表提出会社）とセグメントとの内

部取引消去等△1,117,471千円、各報告セグメントに配分していない持株会社に係る損益1,261,824

千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの資産に関する事項

当第３四半期連結会計期間において、オフィスビルを取得したことにより、前連結会計年度の末日に比

べ、「ディスクロージャー関連事業」のセグメント資産が3,247,140千円増加しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびのれんの償却額

は、次のとおりであります。

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

減価償却費 784,990 829,214

のれんの償却額 157,135 264,062
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年３月25日

株式会社TAKARA & COMPANY

取締役会 御中

和泉監査法人

東京都新宿区

代表社員

業務執行社員
公認会計士 大 橋 剛

代表社員

業務執行社員
公認会計士 山 下 聡

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社TAKARA & COMPANYの2025年６月１日から

2026年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年12月１日から2026年２月28日まで）及び第３四

半期連結累計期間（2025年６月１日から2026年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


